
早
歌
の

〈
正
本
〉
に
つ
い
て

1
新
出
の
坂
阿
署
名
本
『
宴
曲
集
』
巻
第
四
を
中
心
に
ー

外
　
村
　
南
　
都
　
子

一

　
鎌
倉
時
代
の
後
半
に
成
立
し
た
早
歌
の
写
本
は
、
詳
密
な
朱
墨
譜
付
き

の
譜
本
の
形
で
伝
わ
る
が
、
そ
の
伝
え
方
に
は
、
独
特
の
工
夫
が
見
ら
れ

る
。
奥
書
に
も
〈
正
本
〉
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
て
、
後
の
浄
瑠
璃

な
ど
の
先
駆
を
な
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
早
歌
の
諸
本
は
十
六

帖
の
撰
集
と
外
物
一
帖
、
一
七
三
曲
、
異
説
・
両
曲
各
四
八
を
集
め
た
二

帖
、
計
十
九
帖
す
べ
て
に
つ
い
て
、
実
際
に
歌
わ
れ
て
い
た
時
期
、
室
町

時
代
の
譜
本
（
以
下
歌
い
本
と
す
る
）
と
そ
の
江
戸
時
代
の
厳
密
な
写
本

が
伝
存
す
る
。
早
歌
の
譜
本
は
「
早
歌
の
手
書
き
」
と
呼
ば
れ
る
書
の
専

門
家
が
歌
詞
を
書
き
、
早
歌
の
宗
家
的
名
手
（
早
歌
の
好
士
、
早
歌
う
た

ひ
）
が
朱
墨
譜
を
施
し
て
署
名
す
る
。
詳
密
な
朱
墨
譜
は
右
傍
に
、
左
傍

に

片
仮
名
の
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
は
な
い
が
、
濁
点

（
ま
れ
に
清
点
も
）
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
名
手
の
署
名
は
す

べ
て

に

つ

い
て

保
証
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
、
伝
存
す
る
早
歌

の
詞
章

は
、
表
記
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
音
訓
ど
ち
ら
の
読
み
に
な
る

か

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
ゆ
れ
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
、
歌
謡
と
し
て
は

珍
し
い
在
り
方
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
早
歌
の
研

究
』
（
外
村
久
江
、
至
文
堂
　
昭
4
0
）
に
詳
し
い
。
そ
の
よ
う
な
特
色
に

基
づ

き
、
『
早
歌
全
詞
集
』
（
外
村
久
江
と
共
著
、
三
弥
瞳
店
　
平
5
）

に

お

い

て
、
そ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
歌
い
本
・
伝
写
本
を
校
合
し
、

早
歌
の
歌
詞
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
坂
阿
署
名
本
は

『宴
曲
抄
』
上
と
『
真
曲
抄
』
の
二
本
の
み
で
あ
り
、
他
に
、
実
阿
署
名

の

『外
物
』
・
『
撰
要
両
曲
巻
」
、
口
阿
署
名
の
抜
粋
本
、
無
署
名
の
歌
い

本
、
そ
う
し
て
江
戸
期
の
伝
写
本
で
あ
っ
た
。
『
宴
曲
集
』
巻
第
四
に
つ

い
て

は
、
尊
経
閣
文
庫
本
・
東
大
史
料
編
纂
所
本
の
無
署
名
歌
い
本
と
江

戸
期
の
伝
写
本
の
み

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
坂
阿
署
名
本
（
『
宴
曲
集
』
三
・
『
宴

曲
抄
」
上
・
同
中
・
同
下
・
「
真
曲
抄
」
〈
署
名
欠
〉
・
『
究
百
集
」
・
『
拾
菓

集
』
上
・
『
玉
林
苑
』
下
の
八
帖
、
『
玉
林
苑
』
下
に
は
十
六
帖
揃
い
の

〈
正
本
〉
と
す
る
署
名
が
あ
る
〈
後
掲
〉
）
と
無
署
名
の
歌
い
躰
の
譜
本

が
多
数
伝
存
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
影
印
本
の
形
で
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、

専
修
大
学
図
書
館
蔵
菊
亭
文
庫
本
『
究
百
集
』
の
無
署
名
歌
い
本
も
翻
刻

紹
介
さ
握
が
。
こ
れ
ら
の
写
本
に
よ
っ
て
、
早
歌
の
詞
章
は
、
さ
ら
に
保

証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
、
坂
阿
署
名
の
『
宴
曲
集
』
巻
第
四
が
出
現
し
た
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注
4

の

で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
時
雨
亭
文
庫
の
本
と
は
違
う
シ
リ
ー
ズ

の
一
本
か
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
回
、
早
歌
の
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
重
要
な
譜

本
が
出
現
し
た
機
会
に
、
こ
の
新
出
の
坂
阿
署
名
本
の
紹
介
を
し
な
が
ら
、

早
歌
に

お

け
る
く
正
本
V
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
と
思

う
。

二

　

ま
ず
、
坂
阿
署
名
本
『
宴
曲
集
」
巻
第
四
（
架
蔵
）
の
紹
介
か
ら
始
め

る
。
こ
の
本
は
末
尾
に
、

　
　
為
塩
冶
廣
田
金
吾
差
博
士
畢

　
　
応
永
二
年
十
二
月
五
日
　
沙
弥
坂
（
花
押
）

と
い
う
坂
阿
の
花
押
つ
き
の
署
名
の
あ
る
朱
墨
譜
完
備
の
本
で
あ
る
。
冷

泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
坂
阿
署
名
本
は
、
明
徳
二
年
（
＝
二
九
一
）
七
月
廿

五
日
か
ら
応
永
元
年
（
＝
二
九
四
）
八
月
廿
二
日
に
至
る
揃
い
本
で
、

「為
塩
冶
廣
田
金
吾
差
博
士
畢
」
の
文
は
な
く
、
最
後
の
「
玉
林
苑
」
下

の

と
こ
ろ
だ
け
に
「
為
■
■
■
■
■
差
博
士
■
　
於
門
弟
可
為
正
本
者

也
」
と
あ
る
が
、
宛
名
の
と
こ
ろ
は
消
さ
れ
て
い
る
。
別
の
シ
リ
ー
ズ
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
譜
本
で
「
塩
冶
廣
田

金
吾
」
あ
て
の
前
文
を
有
す
る
坂
阿
署
名
本
は
、
京
都
府
立
綜
合
資
料
館

本
の
『
宴
曲
抄
』
上
で
あ
る
。
こ
の
本
の
年
次
は
応
永
二
年
十
二
月
十
三

日
、
今
度
出
現
し
た
『
宴
曲
集
』
巻
第
四
の
八
日
後
で
あ
る
。
歌
詞
の
書

き
手
の
手
跡
も
似
て
お
り
、
全
曲
に
朱
一
点
の
濁
点
が
右
傍
（
京
都
本
は

最
後
の
「
十
六
」
の
途
中
か
ら
左
傍
）
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
京
都
本
と
揃
い
本
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
三
年

前
か
ら
始
め
ら
れ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
坂
阿
署
名
本
に
は
濁
点
が
な

い
。
「
宴
曲
抄
」
上
は
両
方
が
伝
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
後
の
も
の
に
濁

点
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
要
望
に
応
え
て
新
た
に
別
の
揃
い
本
を
作

っ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ほ
か
に
、
手
跡
が
似
て
い
て
坂
阿
の
署
名
（
応
永
三
年
卯
月
五
）
の
あ

る
本
と
し
て
は
、
岐
阜
円
徳
寺
本
「
真
曲
抄
」
が
あ
る
。
「
真
曲
抄
」
は

秘
曲
集
と
し
て
、
扱
い
が
他
の
撰
集
と
は
違
う
よ
う
で
、
坂
阿
の
署
名
の

前
の
「
塩
冶
廣
田
金
吾
」
あ
て
の
前
文
は
な
く
、
振
り
仮
名
も
少
く
、
朱

濁
点

も
な
い
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
揃
い
本
も
「
真
曲
抄
」
だ
け
は
署

名
の
と
こ
ろ
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
伝
授
の
在
り
方
と
関
係
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
歌
い
本
で
は
な
い
が
、
続
群
書
類
従
本
『
別

紙
追
加
曲
」
の

　
　
為
塩
冶
廣
田
金
吾
差
博
士
畢

　
　
　
　
　
応
永
二
年
六
月
一
日
　
沙
弥
坂
判

と
い
う
奥
書
と
、
こ
れ
も
歌
い
本
で
は
な
い
が
、
三
手
文
庫
本
『
究
百

集
」
の

　
　
為
塩
冶
廣
田
金
吾
差
博
士
畢

　
　
　
　
　
干
時
応
永
第
二
暦
応
鐘
下
九
日
　
沙
弥
坂
花
押

の
奥
書

は
、
同
じ
応
永
二
年
六
月
と
十
月
で
あ
り
、
気
に
な
る
存
在
で
あ

る
。
伊
藤
正
義
氏
は
こ
の
二
つ
の
奥
書
に
つ
い
て
、
巻
序
を
追
っ
た
年
記

で
な
い
こ
と
、
他
本
か
ら
の
奥
書
転
写
の
例
が
少
く
な
い
こ
と
な
ど
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

り
、
や
や
疑
い
を
存
す
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
順
不
同
で
あ
る
が
、

早
歌
の

〈
正
本
〉
の
そ
の
後
の
扱
い
、
五
行
書
き
や
朱
墨
譜
・
振
り
仮
名

に
至
る
ま
で
写
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
奥
書
転
写
の
可
能
性
は
少

い
の

で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
円
徳
寺
本
と
と
も
に
、
も
と
は
十
六
帖
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の
揃
い
本
で
あ
っ
た
痕
跡
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
書
誌
な
ど
の
詳
細
は
「
［
翻
刻
］
応
永
二
年
坂
阿
署
名
本
『
宴
曲
集
」

巻
第

四
」
（
白
百
合
女
子
大
学
言
語
・
文
学
研
究
論
集
（
言
語
・
文
学
研

究
セ
ン
タ
ー
）
5
　
平
1
7
・
3
）
に
述
べ
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
文
検
討
の
結
果
、
『
早
歌
全
詞
集
』
の
本
文
を
訂
正
す
べ
き
点
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ど
　
　
し
め
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ク

っ

た
。
そ
れ
は
、
「
覇
旅
」
の
初
め
の
部
分
の
「
宿
を
ト
」
は
「
宿
せ
し

め
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
早
歌
の
歌
詞
は
前
述
の
よ

う
に
、
音
と
し
て
は
原
則
的
に
く
い
ち
が
い
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、

極
め

て

例
外
的
に
音
と
し
て
二
通
り
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ

こ
も
そ
う
で
あ
る
が
、
歌
わ
れ
て
い
た
当
時
の
譜
本
で
あ
る
坂
阿
署
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ク

本
・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
無
署
名
歌
い
本
の
二
本
が
「
宿
せ
し
め
」
で

一
致

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
も
と
の
形
と
す
べ
き
で
あ
る
。
東
大
史
料

編
纂
所
無
署
名
本
・
尊
経
閣
文
庫
無
署
名
本
の
『
早
歌
全
詞
集
」
の
段
階

で
知

ら
れ
て
い
た
二
本
に
は
振
り
仮
名
が
な
く
、
松
平
文
庫
（
甲
）
本
に

　
や
ど「宿

を
し
め
」
と
、
振
り
仮
名
・
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
に
こ
ち
ら

に

よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
草
仮
名
の
「
を
（
遠
）
」
と
「
せ

（世
）
」
の
字
体
が
極
め
て
似
て
い
る
こ
と
と
「
宿
」
に
振
り
仮
名
の
な

い
本
が
介
在
し
た
た
め
に
生
じ
た
誤
り
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
早
歌
で
は

他
に
野
宿
を
歌
っ
た
所
が
あ
る
（
海
道
上
な
ど
）
こ
と
も
、
原
因
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ヱ
キ

か

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
覇
旅
」
の
こ
の
部
分
は
、
前
に
「
露
駅
に
く

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ソ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ク

ら
を
と
き
て
は
　
野
村
の
草
む
ら
に
宿
せ
し
め
」
と
続
く
の
で
、
「
宿
せ

し
め
」
る
の
は
乗
っ
て
き
た
馬
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
清
濁
に
関
し
て
は
、
今
度
調
査
し
て
み
て
、
『
早
歌
全
詞

集
」
と
坂
阿
署
名
本
で
く
い
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

問
題
の
箇
所
だ
け
に
振
り
仮
名
を
付
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

O
濁
点
の
異
同

　
　
曲
名

　
　
楽
府

　
　
伊
勢
物
語

海海
路辺

海
道
上

海
道
中

海
道
下

早
歌
全
詞
集

8079
11
3　8

78　77　77　77　77　77　76　75　75　75　75　75　75　75　75　75　74　72　72　72　70

l　l　l　l　l　l　l　l　l　l
7　11　8　　4　　2　　2　　2　15　15　12

1
11

l　l　l　l　l　l　l　l　l　l

99941254310
　
（
頁
ー
行
）

ど
う童

男

か

は
ら

河
原

　
こ
こ
ろ

夷

心

ひ
た

ぶ
る
に

　
で

出
手
舟

し
ん深

楼
わ
ぎ
も
こ

ざ
よ
く玉ば

ん盤
ほ
と
ば
し

跳
り

　
が
た

干
潟

　
　
と
り

島
津
鳥

い

そ
ぐ

急　
で

綱
手
縄

　
と

森
戸

　
こ
ろ
も

旅

衣

　
い
よ
き

伊
吹
山

　
か
は

藤
河

わ

が

　
が
た

干
潟

　
　
は
し

新
今
橋

の

ら
ず
ば

舟
木

坂
阿
本

　
ト
ウ童

男

　
ガ
ハ
ラ

　
川
原

　
　
　
ゴ
コ
ロ

　
え
び
す
心

＊
ひ
た
ふ
る
に

＊

い
つ
て

舟

　
ジ
ン＊

深
楼

　
わ
き
も
こ

　
キ
ョ
ク

　
玉

　
ハ
ン

＊
盤

　
ほ
ど
は
し
り

　
　
カ
タ

＊
干
潟

　
　
　
　
ゆ
ド
リ

　

し
ま
つ
鳥

　
い
そ
く

　
　
テ

＊
綱
手
縄

　
森
ど

　
　
ゴ
ロ
モ

＊
旅
衣

　
い
ふ
き
山

　
　
ガ
ハ

　
藤
川

＊
わ
か

　
　
カ
タ

＊
干
潟

　
　
　
パ
シ

　
新
今
橋

＊
の
ら
ず
は

　
　
キ

　
船
木
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覇
旅

無
常

84
　
1
7

81　81　81　81

1111
8　7　7　5

　
す
り

花
摺
衣

蘇
武

　
じ
や
う

馬
上

か
か
ら
ず
ば

結
べ
ば

　
右
の
表
の
う
ち
、
＊
印
を
つ
け
た
一
三
箇
所
は

階
で
濁
点
の
つ
け
ら
れ
て
い
る
唯
一
の
本
で
あ
っ
た
松
平
（
甲
）

阿
本
と
清
濁
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
濁
点
の
つ
い
た
歌
い
本
が
な
く
、

そ
の
忠
実
な
写
本
で
あ
る
松
平
文
庫
（
甲
）
本
（
全
曲
に
濁
点
が
あ
る
）

が
後
世
の
写
し
と
い
う
こ
と
で
、
他
を
考
え
合
わ
せ
て
本
文
を
決
め
た
。

し
か
し
、
二
本
が
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
に
従
う
べ
き
か
。

　
他
の
一
四
箇
所
は
、
松
平
（
甲
）
本
と
坂
阿
署
名
本
と
で
く
い
ち
が
っ

て

い

る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
歌
い
本
の
原
本
で
署
名
も

あ
る
坂
阿
署
名
本
の
ほ
う
に
よ
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
問

題

は
あ
る
。
坂
阿
本
に
濁
点
の
あ
る
六
箇
所
は
こ
れ
に
よ
る
べ
き
か
と
思

う
が
、
な
い
八
箇
所
は
坂
阿
本
で
濁
点
が
抜
け
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
「
ほ
ど
は
し
り
」
は
濁
点
の
位
置
が
ず
れ
て
い
る
例
だ
が
、
こ
の

形
も
あ
っ
た
の
で
、
・
こ
れ
は
坂
阿
本
に
よ
る
べ
き
か
と
思
う
。

　
坂
阿
署
名
本
も
松
平
（
甲
）
本
も
す
べ
て
の
曲
に
濁
点
が
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
ジ
ン
　
　
シ
ン
　
　
　
　
　
　
ぜ
ン
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ク
　
　
　
　
パ

も
ち
ろ
ん
「
仙
人
」
「
尋
陽
」
「
昇
遷
橋
」
「
垂
　
」
「
枯
葉
」
な
ど
、
後

世

と
は
違
う
濁
点
で
一
致
す
る
も
の
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
清
濁

に

つ
い
て

は
、
く
い
ち
が
い
が
生
じ
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

　
濁
点
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
は
っ
き
り
す
る
が
、
つ
い
て
い
な
い
場

合
、
付
け
落
と
し
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
干
潟
」
な
ど
は
二
箇
所
と
も
両

本
に
濁
点
が
な
い
の
で
、
明
ら
か
に
澄
ん
で
発
音
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

花
ず
り
衣

　
　
ぐ

＊
蘇
武

　
　
シ
ヤ
ウ

＊
馬
上

＊
か
〉
ら
ず
は

結
べ
は

　
『
早
歌
全
詞
集
』
の
段

　
　
　
　
　
　

本
と
坂

れ

る
。
坂
阿
本
に
も
付
け
落
と
し
か
と
い
う
箇
所
が
あ
る
の
で
、
な
お
、

検
討
を
要
す
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
稀
で
あ
る
が
、
坂
阿
署
名
本
だ
け
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
箇

所
も
あ
る
。

0
独
自
の
誤
り

曲
名

源
氏

伊
勢
物
語

海
辺

海
道
中

覇
旅

無
常

早
歌
全
詞
集

（頁
－
行
）

り

0
　
　
0
乙
　
　
　
　
　
x
　
、
、
、

7
1
1
　
　
　
し
カ
カ

72

1
3
　
　
渡
守
に

　
　
　
　
へ
だ
て

72

－
7
　
　
隔
と
や

　
　
　
　
も
と
む

74
－
1
2
　
　
求
る
に

　
　
　
　
　
み
つ
と
り

78

1
1
1
　
　
水
鳥

　
　
　
　
　
み
み

81

－
2
　
　
耳

　
　
　
　
き
ざ

85
－
1
　
　
萌
せ
り

　
　
　
　
や
う
や
く

85

－
2
　
　
漸

坂
阿
本

い

が
か

渡
守
も

ヘ
ダ隔

と
や

モ

ト
ム

求
に

　
ド
リ

水
鳥

な
シ耳キ萌

せ
り

ヤ
ウ漸

く

一
例
だ
け
が
本
文
の
誤
写
で
、
他
の
四
例
は
振
り
仮
名
の
足
り
な
い
も
の
、

残
り
二
例
は
濁
点
の
位
置
の
誤
り
で
あ
る
。
本
文
の
右
傍
に
片
仮
名
で
補

っ

た
箇
所
も
あ
る
が
、
訂
正
も
れ
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
坂
阿
署
名
本
に
は
折
り
目
の
所
に
濡
れ
た
跡
、
表
二
行
目

（裏
四
行
目
）
の
中
央
か
ら
少
し
下
の
あ
た
り
に
虫
損
の
跡
と
そ
れ
を
補

修
し
た
跡
が
あ
り
、
一
部
消
失
し
た
か
と
み
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。

0
消
失

　
　
伊
勢
物
語
　
7
2
－
7
　
　
便
か
は
　
　
　
便
口
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ラ

　
　
海
道
下
　
　
8
0
1
6
　
　
原
　
　
　
　
　
原

「海
辺
」
の
は
じ
め
の
「
梶
」
は
濁
点
は
つ
い
て
い
る
が
、
ふ
り
が
な
の

「
チ
」
が
根
跡
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
他
に
「
海
道
上
」
に
一
箇
所
「
海
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道
下
」
に
二
箇
所
も
と
あ
っ
た
濁
点
が
消
え
朱
の
痕
跡
が
あ
る
所
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
三

　
つ
ぎ
に
、
早
歌
の
〈
正
本
〉
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
奥

書
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
た
用
例
に
よ
っ
て
、
少
し
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
も
っ
と
も
早
い
例
は
、
円
徳
寺
本
「
真
曲
抄
」
に
あ
る
明
空
の
識
語
に

あ
る
。
（
傍
線
筆
者
）

　
　
　
　
　
已
上
三
首
一
説
等
各
終
仁
郵
云
々

　
　
惣
十
首
異
説
等
校
点
畢
　
於
宋
代
可
為
正
本
云
々

　
　
　
永
仁
四
年
二
月
三
日
　
　
　
　
　
明
空
在
判

こ
の
あ
と
に
、
坂
阿
の
応
永
三
年
四
月
の
署
名
が
あ
っ
て
、
証
明
さ
れ
て

い

る
の
で
、
明
空
の
原
本
で
は
な
い
が
、
永
仁
四
年
（
二
一
九
六
）
の

『真
曲
抄
』
成
立
時
に
す
で
に
〈
正
本
〉
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
た
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
『
玉
林
苑
」
下
の
奥
書
に
、

　
　
為
■
■

■
■
■
差
博
士
■

　
　
於
門
弟
可
為
正
本
者
也

　
　
　
応
永
元
年
八
月
廿
二
日
　
沙
弥
坂
（
花
押
）

と
あ
り
、
坂
阿
が
十
六
帖
の
撰
集
に
朱
墨
譜
を
施
し
た
本
を
正
本
と
し
て

い
る
。

　
坂
阿
の
子
口
阿
と
同
年
代
の
実
阿
も
、

　
　
於
当
流
可
為
正
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
実
阿

（花
押
）

　
　
　
応
永
二
十
年
十
二
月
十
三
日

と
、
外
物
の
奥
書
に
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
『
撰
要
両
曲
巻
」
（
臼
田
甚
五

郎
氏
蔵
本
）
に
も
、

　
　
於
当
流
可
為
正
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
実
阿
（
花
押
）

　
　
　
応
永
二
十
年
十
二
月
十
三
日

と
、
全
く
同
じ
奥
書
を
残
し
て
い
る
。
撰
集
の
十
六
帖
一
六
一
曲
だ
け
で

な
く
、
「
外
物
」
一
二
曲
や
替
え
歌
の
両
曲
に
つ
い
て
も
〈
正
本
〉
と
し

て

い
る
の
で
あ
る
。

　

『撰
要
両
曲
巻
』
と
同
じ
顔
ぶ
れ
に
伝
授
さ
れ
た
『
異
説
秘
抄
口
伝

巻
」
は
百
曲
以
上
習
得
者
用
の
秘
曲
の
集
成
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
も

次
の

よ
う
な
〈
正
本
〉
の
例
が
あ
る
。

　
　
右
異
説
秘
抄
惣
而
四
十
八
首
　
所
撰
集
如
件
。

　
　
　
　
　
文
保
三
年
三
月
上
旬
之
比
撰
調
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
門
月
江
在
判

　
　
此
巻
者
千
金
莫
伝
書
也
。
不
究
奥
蹟
之
外
者
、
轍
不
可
免
。
（
中
略
）

　
　
伍
為
末
代
、
所
定
置
如
斯
。
月
江
重
判

　
　
　
　
　
正
中
二
年
三
月
五
日
　
被
許
奥
書
之

　
　
次
相
伝
此
巻
　
二
宮
小
次
郎
源
信
貞
在
判

　
　
於
当
道
為
秘
説
。
但
坂
ロ
平
三
盛
勝
音
曲
五
音
達
者
極
奥
蹟
上
者
、

　
　
此
巻
令
相
伝
者
也
。
　
干
時
延
文
第
二
暦
無
射
下
旬
之
比
以
正
本
書

　
　
写
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
道
阿
在
判

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
も
次
々
と
伝
授
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
晩
年
月
江
と
改
名
後
の
明
空
か
ら
二
宮
信
貞
（
道
阿
）
、
さ
ら

に
坂
口
盛
勝
（
坂
阿
）
へ
と
、
次
々
に
伝
え
ら
れ
て
行
く
過
程
で
「
以
正

本
書
写
之
」
と
道
阿
が
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
〈
正
本
〉
が
存
在
し
、
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そ
れ
を
写
し
て
相
伝
す
る
こ
と
、
異
説
に
つ
い
て
も
〈
正
本
〉
が
用
い
ら

れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
撰
集
の
十
六
帖
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
坂
阿
署
名
本
の

最
後
の

『玉
林
苑
』
下
の
前
掲
の
奥
書
に
続
け
て
、

　
　
此
早
歌
本
一
部
十
六
帖
坂
阿
博
士
正
本
也
　
殊
坂
阿
自
筆
判
形
等
分

　
　
明
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
山
備
中
入
道

　
　
　
　
明
応
六
年
七
月
二
日
　
　
　
　
　
宗
光
（
花
押
）

と
あ
る
。
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
は
坂
阿
の
奥
書
の
約
百
年
後
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
光

は
金
山
元
実
で
、
口
阿
と
車
の
両
輪
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
早
歌
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

手
清
阿

（心
敬

『
ひ

と
り
言
」
）
の
弟
子
で
あ
る
と
乾
克
己
氏
は
さ
れ
た
。

し
か
し
、
根
拠
の
画
賛
を
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
清
阿
の
弟
子
だ
っ
た
の

は
元
実
の
父
持
実
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
人
は
、

　
　
此
一
部
十
六
冊
政
阿
博
士
也
　
殊
朱
墨
及
五
音
等
無
比
　
尤
可
為
当

　
　
道
証
本
而
己

　
　
　
　
文
亀
二
年
九
月
五
日
　
　
　
　
　
沙
弥
宗
光

と
い
う
奥
書
も
残
し
て
い
る
。
伊
藤
正
義
氏
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
玉
林

苑
』
下
に
よ
る
と
し
、
「
こ
の
奥
書
は
、
伊
達
文
庫
、
三
手
文
庫
、
松
平

文
庫
そ
の
他
の
諸
本
（
『
玉
林
苑
』
下
）
に
も
写
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ

　
注
8

て

い

る
が
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
玉
林
苑
」
下
は
早
く
江
戸
時
代
に
流
出
し

て
、
補
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
尊
経
閣
文
庫
の
揃
い
の
歌
い
本
に
は
こ

の

奥
書
は
な
い
。
（
現
在
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
つ
ま
り
、
こ
の
奥
書

に

つ
い
て

は
、
歌
わ
れ
て
い
た
当
時
の
譜
本
が
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け

が

「
証
本
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

「
政
阿
」
に
つ
い
て
も
、
伊
藤
氏
が
「
明
応
六
年
奥
書
に
照
ら
し
て
坂
阿

を
誤
っ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
さ
れ
る
の
も
、
そ
う
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い

と
思
う
。
も
し
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
文
章
が
違
い
、
署
名
の
年
月
日
が

違
う
の
で
、
同
じ
人
が
、
冷
泉
家
本
と
は
別
の
坂
阿
署
名
本
の
十
六
帖
の

〈
正
本
〉
に
つ
い
て
、
五
年
後
の
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
書
い
た
痕

跡
を
伝
え
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も

後
世
の
写
し
で
は
あ
る
が
、
坂
阿
署
名
の
十
六
帖
の
別
本
の
存
在
を
知
ら

せ

る
資
料
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
宗
光
の
父
が
清
阿
の
弟
子
で

あ
る
こ
と
や
〈
正
本
〉
を
記
す
の
は
坂
阿
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　

考
え
合
わ
せ
る
と
、
乾
克
己
氏
の
同
音
異
字
の
誤
写
の
可
能
性
も
全
く
否

定
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
清
阿
に
つ
い
て
は
、
中
世
の
記
録
で

「盛
阿
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
い
っ
た
い
に
昔
の
人
は
音
の
ほ
う
は
敏

感
で
字
は
無
頓
着
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
早
歌
の
奥
書
な
ど
に
出
て
く
る
〈
正
本
〉
の
例
は
、

こ
の
詞
章
で
、
こ
の
曲
節
で
、
こ
の
読
み
で
、
歌
う
の
だ
と
い
う
規
範
に

な
る
べ
き
本
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
明
空
（
後

に

月
江
）
が
定
め
た
譜
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
伝
授
す
る
の
が
早
歌
の
や
り

方
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

　
こ
れ
ま
で
は
、
〈
正
本
〉
の
語
を
含
む
例
だ
け
見
て
き
た
が
、
〈
正
本
〉

と
書
い
て
い
な
く
て
も
、
今
問
題
に
し
て
い
る
坂
阿
署
名
本
の
よ
う
に
、

そ
れ
に
当
る
場
合
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考

え
て
み
た
い
。

　

「異
説
秘
抄
口
伝
巻
」
「
撰
要
両
曲
巻
」
を
坂
阿
か
ら
相
伝
し
て
い
る

口
阿
（
坂
口
盛
幸
）
も
、
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永
享
八
年
卯
月
五
日

　
　
　
　
坂
口

左
京
亮
平
盛
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
＋
歳
口
阿
（
花
押
）

と
い
う
奥
書
を
『
郭
曲
抜
華
』
（
龍
門
文
庫
本
）
に
残
し
て
い
る
。
こ
の

本

は
八
曲
を
抜
き
出
し
て
朱
墨
譜
を
付
け
た
口
阿
自
筆
の
本
で
、
九
十
の

お

祝
い
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
人
は
坂
阿
の
弟
子
で
あ

る
と
と
も
に
、
子
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
た
い
そ
う
長
生
き
で
あ
り
、
心

敬
の

「
ひ

と
り
言
』
に
よ
る
と
、
こ
の
あ
と
七
、
八
年
生
き
て
、
文
安
こ

ろ
に
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
奥
書
の
二
年
前
の
正
月
に
は
八
十
八
歳

の

弘
阿
弥
（
口
阿
と
み
ら
れ
る
）
が
室
町
殿
の
御
会
始
に
早
歌
を
歌
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0

こ
と
が
見
え
る
（
満
済
准
后
日
記
）
。

　

こ
の
口
阿
を
は
じ
め
、
異
説
・
両
曲
を
相
伝
し
た
人
々
、
日
記
・
記
録

の

類
に

早
歌
の

好
士

と
し
て
名
の
見
え
る
人
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
名

は
伝
わ
ら
な
く
て
も
早
歌
の
相
伝
を
受
け
た
人
々
は
み
な
〈
正
本
〉
に
か

か
わ

っ

た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
無
署
名
譜
本
が
伝
存
す
る
が
、
五

行
書

き
の
朱
墨
譜
完
備
、
振
り
仮
名
つ
き
（
中
に
は
濁
点
・
清
点
も
）
と

い

う
〈
正
本
〉
と
奥
書
に
あ
る
も
の
と
全
く
同
じ
形
式
の
も
の
も
多
い
。

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
今
取
り
上
げ
て
い
る
坂
阿
署
名
本
の
よ
う
に
、
特

定
の
人
の
た
め
に
朱
墨
譜
を
施
し
て
与
え
る
場
合
に
は
署
名
を
す
る
が
、

伝
授

を
受
け
る
側
の
本
に
は
署
名
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
想
定
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
歌
い
本
に
つ
い
て
は
、
署
名
が
な
く
て
も
、

〈
正
本
〉
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
江
戸
期
に
な
っ
て
こ
れ
ら
の
〈
正
本
〉
を
字
配
り
ま
で
そ

っ

く
り
に
写
し
た
本
が
多
数
伝
存
す
る
。
厳
密
さ
に
は
本
に
よ
っ
て
差
が

あ
る
が
、
例
え
ば
、
今
回
比
較
し
た
松
平
文
庫
（
甲
）
本
の
よ
う
に
、
濁

点
ま
で
完
備
し
て
い
る
本
に
つ
い
て
は
、

思
わ

れ
る
。

五

か

な
り
重
ん
じ
て
よ
い
も
の
と

　
以
上
、
坂
阿
署
名
本
『
宴
曲
集
」
巻
第
四
を
紹
介
し
、
そ
の
本
文
を
検

討
し
た
。
こ
の
本
は
早
歌
の
譜
本
の
中
で
も
、
〈
正
本
〉
中
の
〈
正
本
〉

と
い
う
べ
き
由
緒
正
し
い
本
で
あ
る
。
歌
詞
の
筆
致
、
曲
節
の
付
け
方
や

濁
点

を
す
べ
て
に
付
し
て
い
る
点
な
ど
、
巻
末
の
「
塩
冶
廣
田
金
吾
」
あ

て

の
前
文
を
持
つ
署
名
の
一
致
か
ら
、
京
都
府
立
綜
合
資
料
館
本
『
宴
曲

抄
」
上
と
揃
い
の
本
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
世
の
写
し
で
は
あ
る
が
、

「
塩
冶

廣
田
金
吾
」
あ
て
の
前
文
を
も
つ
坂
阿
の
署
名
の
あ
る
『
究
百

集
」
と
『
別
紙
追
加
曲
』
の
伝
存
、
岐
阜
円
徳
寺
蔵
『
真
曲
抄
』
と
い
う

翌
三
年
の
坂
阿
署
名
本
（
歌
詞
同
筆
と
み
ら
れ
る
）
の
存
在
、
宗
光
の
時

雨
亭
文
庫
本
と
は
別
文
の
十
六
帖
の
撰
集
を
保
証
す
る
奥
書
の
写
し
の
存

在

は
、
も
と
十
六
帖
の
〈
正
本
〉
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
年
記
は
撰
集
順
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
順

不
同
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

『宴
曲
集
』
巻
第
四
の
本
文
で
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
、
「
島
旅
」
の

　
　
　
　
　
や
ど
　
　
し
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ク

は
じ
め
の
「
宿
を
ト
」
（
『
早
歌
全
詞
集
」
8
1
頁
4
行
目
）
は
、
「
宿
せ
し

め
」
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
清
濁
に
つ
い
て
は
、
二

〇
箇
所
ほ

ど
、
訂
正
す
べ
き
も
の
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
清
濁
の
問
題

は
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
点
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
早
歌
の

〈
正
本
〉
は
今
度
出
て
き
た
坂
阿
署
名
本
の
よ
う
に
、
発
音
の

清
濁
ま
で
、
す
べ
て
に
つ
け
る
と
い
う
徹
底
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
写
さ
れ
て
行
く
過
程
で
、
「
宿
せ
し
め
」
の
よ
う
な
違
い
を
生
ず
る
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の

で
あ
る
か
ら
、
人
間
と
は
過
ち
を
す
る
動
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改

め

て

痛
感

さ
せ
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
工
夫
し

よ
う
と
す
る
の
も
人
間
な
の
だ
と
思
う
。

　
早
歌
の

〈
正
本
〉
に
つ
い
て
、
奥
書
の
類
に
こ
の
語
を
含
む
例
を
検
討

し
た
結
果
、
早
歌
の
大
半
を
作
っ
た
撰
者
の
明
空
（
晩
年
は
月
江
）
の
時

代
に
〈
正
本
〉
と
し
て
定
め
置
く
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
、
宗
家
的
な
名

手
の
手
に
よ
っ
て
、
次
々
と
受
け
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
〈
正
本
〉

は
十
六
帖
の
撰
集
、
『
外
物
」
一
帖
、
異
説
・
両
曲
の
替
え
歌
、
す
べ
て

に

つ
い
て
用

い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現
在
ま
で
署
名
が
残
さ

れ
て

い

る
名
手
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
よ
ほ
ど
多
数
手
が
け
た
た
め
に
残

っ

た
も
の
で
、
他
の
人
の
署
名
本
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
書

を
許
す
と
い
う
こ
と
が
特
別
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る

か

と
も
思
わ
れ
る
。
記
録
の
類
に
名
の
見
え
る
早
歌
の
好
士
た
ち
も
名
の

伝
わ

ら
な
か
っ
た
相
伝
者
た
ち
も
、
こ
の
〈
正
本
〉
の
受
け
伝
え
に
か
か

わ

り
、
さ
ら
に
、
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
江
戸
期
に
ま
で
、
厳
密
な
写
本
の

作
成
と
い
う
形
で
、
ゆ
れ
の
な
い
歌
詞
が
伝
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
今
度
、
濁
点
の
調
査
を
し
て
み
て
、
す
べ
て
の
語
に
濁
点
を
付
す
と
い

う
当
時
と
し
て
は
画
期
的
と
も
思
わ
れ
る
や
り
方
に
、
ど
う
し
て
も
伝
え

よ
う
と
い
う
執
念
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。
後
白
河
院
は
声
わ
ざ
と
し

て

の

歌
謡
が
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
が
、
そ
れ
を
何
と
か
克
服
し

よ
う
と
し
た
の
が
、
早
歌
の
く
正
本
V
で
あ
り
、
詳
密
な
朱
墨
譜
の
創
造

と
と
も
に
、
歌
謡
や
語
り
物
の
世
界
に
新
し
い
時
代
を
開
い
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。

234567810　9
補
注

も
歌
い
本
が
紹
介
さ
れ
た
。

伊
藤
正
義
「
宴
曲
　
上
」
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
朝
日
新
聞

社
平
8
）
同
「
宴
曲
下
」
（
同
平
9
）

姫
野
敦
子

「［
資
料
紹
介
］
専
修
大
学
図
書
館
蔵
菊
亭
文
庫
本

「究
百
集
」
」
（
梁
塵
研
究
と
資
料
2
1
　
平
1
5
）

こ
の
写
本
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
神
田
裕
子
氏
か
ら
情
報

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
御
礼
申
し
上
げ
る
。

「宴
曲
　
上
」
の
解
題
（
注
2
）

外
村
久
江
「
早
歌
の
研
究
」
（
至
文
堂
　
昭
4
0
）

乾
克
己
「
宴
曲
の
伝
流
と
武
士
ー
金
山
氏
・
四
宮
氏
を
中
心
と

し
て
ー
」
（
國
學
院
雑
誌
7
5
－
6
　
昭
4
9
・
6
　
「
中
世
歌
謡

の

世
界
」
近
代
文
芸
社
　
平
4
）

注

5
の
書
解
題
。

注

7
の
論
文
。

注
6
の
書
。

本
編
で
と
り
あ
げ
た
応
永
二
年
坂
阿
署
名
本
『
宴
曲
集
』
巻
第

四
の
写
真
は
「
早
歌
の
心
情
と
表
現
ー
⊥
甲
世
を
開
拓
す
る
歌
謡
ー
止

（三
弥
井
書
店
　
平
1
7
）
の
口
絵
写
真
に
掲
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
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注

1
　
蒲
生
美
津
子
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
」
（
三
省
堂
　
昭
5
8
）
に


